
※ 標高1600ｍﾌﾟﾛｯﾄ（烏帽子岳山頂直下）の植生

　

　

 

屋久島生態系モニタリング

屋久島南部の植生垂直分布調査
（平成２０年度調査）

流
域
管
理
シ
ス
テ
ム
推
進
発
表
大
会

『

地
域
材
を
活
か
す
た
め
の
屋
久
島
で
の
取
り
組
み
』

　標高1600mﾌﾟﾛｯﾄは、露岩の多いやせ尾根上の低木林に設
定した｡ﾌﾟﾛｯﾄから75m程度登ると､烏帽子岳の名前のいわれ
である烏帽子岩に到着する｡ﾌﾟﾛｯﾄはやせ尾根上を山頂方向
から2つの小ﾌﾟﾛｯﾄに分けて設定した｡やせ尾根は北東から南
西方向に伸びている｡平均傾斜は北東～南西方向の尾根上
が25°､北西方向が49°､南東方向が51°である｡
［亜高木層］山頂に近く風衝のため樹高は低い｡出現する樹
種は少なく､ｽｷﾞ･ﾂｶﾞ･ﾔﾏｻﾞｸﾗ･ｻｸﾗﾂﾂｼﾞ･ﾔｸｼﾏｼｬｸﾅｹﾞ･ｼｷﾐ･ﾋ
ｻｶｷ･ﾔｼｬﾌﾞｼ･ﾕｽﾞﾘﾊ･ｲｿﾉｷ･ﾘｮｳﾌﾞの11種である｡植被率は低
い｡
［低木層］ﾔｸｼﾏｼｬｸﾅｹﾞとｻｸﾗﾂﾂｼﾞが多く､ｱｾﾋﾞ･ﾔｸｼﾏﾎﾂﾂｼﾞ･
ﾊｲﾉｷ･ｼｷﾐ･ﾐﾔﾏﾋﾞｬｸｼﾝ･ﾔｸｼﾏﾐﾂﾊﾞﾂﾂｼﾞ･ﾋﾒﾋｻｶｷなどが混生
している｡植被率は高く約90％である｡

［草本層］ﾋﾒｶｶﾗやｱｾﾋﾞが多い｡また、亜高木層､低木層の稚

樹が多い｡他には､ﾋｶｹﾞﾉｶｽﾞﾗ･ｷｯｺｳﾊｸﾞﾏ･ｱｸｼﾊﾞﾓﾄﾞｷ･ｵｵｺﾞｶ

ﾖｳｵｳﾚﾝ･ｲﾄｽｽｷ･ﾂﾙﾘﾝﾄﾞｳなどが生育している。

［群集および特徴的な出現樹種］ｽｷﾞ-ﾔｸｼﾏｼｬｸﾅｹﾞ群集｡ｲｿﾉ

ｷ･ﾋﾞｬｸｼﾝ･ﾔｸｼﾏﾎﾂﾂｼﾞ･ｵｵｶﾒﾉｷ･ｱｽﾞｷﾅｼ･ﾋﾒｶｶﾗ･ﾂｹﾞ･ｱｸｼﾊﾞ

ﾓﾄﾞｷ･ｵｵｺﾞｶﾖｳｵｳﾚﾝなど､分布のうえで貴重な植物が多い｡

　
九
州
森
林
管
理
局
の
「

平
成

二
三
年
度
森
林
の
流
域
管
理
シ

ス
テ
ム
推
進
発
表
大
会
」

が
熊

本
市
で
開
催
さ
れ
、

九
州
各
地

域
か
ら
森
林
･
林
業
の
取
組
に

つ
い
て
発
表
が
あ
り
ま
し
た
。

　
屋
久
島
か
ら
は
森
林
管
理
署

流
域
管
理
調
整
官
と
町
農
林
水

産
課
川
崎
勝
也
林
務
水
産
係
長

及
び
屋
久
島
大
屋
根
の
会
浦
田

功
事
務
局
長
が
共
同
し
「

地
域

材
を
活
か
す
た
め
の
屋
久
島
で

の
取
り
組
み
」

を
発
表
し
、

み

ご
と
「

優
秀
賞
」

の
九
州
林
政

連
絡
協
議
会
会
長
賞
を
受
賞
し

ま
し
た
。

　
発
表
で
は
、

戦
後
植
林
さ
れ

た
杉
人
工
林
が
、

木
材
と
し
て

利
用
可

能

な

時

期

を

迎

え

る

中
、

島
内
住
宅
着
工
数
年
平
均

約
七
〇
戸
の
う
ち
、

地
杉
の
利

用
は
一
割
に
も
満
た
さ
ず
、

建

築
材
の
ほ
と
ん
ど
は
島
外
か
ら

運

ば

れ

て

き

て

い

る

現

状

の

中
、

森
林
・
木
材
関
係
者
及
び

行
政
機
関
等
が
「

屋
久
島
の
杉

で
つ
く
る
家
の
協
議
会
」

を
立

ち
上
げ
、

木
材
の
調
達
方
針
や
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ア

サ

ヒ

ビ

ー

ル

グ

ル

ー

プ

屋

久

島

自

然

休

養

林

『
ボ

ラ

ン

テ

イ

ア

活

動

』

　
屋
久
島
で
は

、
平
成
二
〇
年

か
ら
毎
年

、
自
然
休
養
林
の
サ

ポ
ー

タ
ー

企
業
で
あ
る
ア
サ
ヒ

ビ
ー

ル
社
と
協
力
し
て
休
養
林

内
清
掃
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
を
実
施

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す

。
今
年

は

、
十
一
月
十
二
日

（
土

）
に

ア
サ
ヒ
ビ
ー

ル
グ
ル
ー

プ
の
社

員
十
二
名
と
屋
久
島
観
光
協
会

及
び
同
ガ
イ
ド
部
会

、
屋
久
島

レ
ン
タ
カ
ー

協
会

、
屋
久
島
町

等
の
関
係
機
関
か
ら
参
加
が
あ

り

、
総
勢
三
十
九
名
に
よ
る
白

谷
雲
水
峡
内
遊
歩
道
沿
い
の
登

山
道
整
備
や
休
息
用
の
ベ
ン
チ

を
設
置
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

こ

れ
は
、

森
林
内
へ
の
踏
み
込
み

を
効
果
的
に
防
止
す
る
こ
と
も

狙
い
と
し
て
い
ま
す
。

　
当
日
は
生
憎
、

小
雨
模
様
の

天
候
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、

参

加
者
は
、

重
い
資
材
を
手
に
休

養
林
内
の
各
散
策
道
の
分
岐
地

点
ま
で
、

額
に
心
地
よ
い
汗
を

滲
ま
せ
な
が
ら
登
山
し
、

訪
れ

た
人
に
こ
の
ベ
ン
チ
が
一
時
の

屋

久

島

世

界

遺

産

地

域

連

絡

会

議

開

催

安
ら
ぎ
の
場
と
し
て
活
用
し
て

欲
し
い
と
の
思
い
を
込
め
て
作

業
を
終
え
ま
し
た
。

 
十
一
月
二
二
日
、

鹿
児
島
市

に
て
、

九
州
森
林
管
理
局
、

九

州
地
方
環
境
事
務
所
、

鹿
児
島

県
、

屋

久

島

町

の

出

席

に

よ

り
、

平
成
二
二
年
度
屋
久
島
世

界
遺
産
地
域
連
絡
会
議
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

今
回
の
会
議
で

は
、

各
機
関
か
ら
、

事
業
実
績

と
計
画
の
説
明
、

新
た
な
管
理

計
画
の
年
度
内
と
り
ま
と
め
手

法
等
を
協
議
し
た
ほ
か
、

次
回

科
学
委
員
会
の
議
題
、

今
年
度

県
に
お
い
て
と
り
ま
と
め
る
特

定
鳥
獣

(

ヤ
ク
シ
カ

)

保
護
管

理
計
画
（

素
案
）

に
つ
い
て
の

説
明
と
議
論
が
あ
り
ま
し
た
。

『

九

州

森

林

の

日

』

イ

ベ

ン

ト

ヤ
ク
タ
ネ
ゴ
ヨ
ウ
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア

（
見
本
林
・
採
種
林

）

　
十
一
月
六
日
の
日
曜
日
に
平

成
二
〇
年
度
か
ら
恒
例
と
な
っ

て
い
る
「

九
州
森
林
の
日
」

関

連
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、

鍋
山
国

有
林
内
に
設
置
し
て
い
る
ヤ
ク

タ
ネ
ゴ
ヨ
ウ
見
本
林
・
採
取
林

で
の
シ
カ
保
護
柵
の
補
修
作
業

な
ど
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
当
日
は
ヤ
ク
タ
ネ
ゴ
ヨ
ウ
調

査
隊
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
方
々

な
ど
合
わ
せ
て
総
勢
三
〇
名
程

で
の
作
業
で
し
た
が
、

天
候
に

も
恵
ま
れ
作
業
中
は
額
に
汗
す

る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　
休
日
の
作
業
に
も
か
か
わ
ら

ず
多
く
の
参
加
者
を
得
ら
れ
、

作
業
も
無
事
終
了
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た

。
参
加
者
の
方
々

に

感

謝

申

し

上

げ

る

と

と

も

に

、
帰

り
の
無

事
を
願

っ
て

、

充
実
し

た
一
日

を
振
り

返
り
な

が
ら
の

帰
路
と

な
り
ま

し
た

。

地
域
材
活
用
補
助
金
と
組
み
合

わ
せ
た
認
証
制
度
の
構
築
な
ど

を
通
じ
、

施
主
や
工
務
店
等
に

地
杉
を
利
用
し
や
す
い
仕
組
み

を
提
案
し
、

地
杉
の
利
用
拡
大

を
図
っ

て
い
く
内
容
で
す
。

　
こ
の
よ
う
な
取
り
組
み
が
自

然
遺
産
の
島
に
ふ
さ
わ
し
い
森

林
資
源
を
生
か
し
た
環
境
産
業

と
循
環
型
社
会
の
島
づ
く
り
に

繋
が
る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

カミヤツデ
（うこぎ科）

 
中
国
・
台
湾
原
産
の
常
緑
低

木
で
高
さ
三
㍍
程
に
な
る
。

屋

久
島
で
は
、

海
岸
近
く
の
道
路

脇
に
多
い
。

ヤ
ツ
デ
に
似
る
が

葉
が
大
き
く
光
沢
が
な
い
。

基

部
は
深
い
ハ
ー

ト
型
で
、

掌
状

に
七
～

一
二
裂
し
、

裂
片
は
中

ほ
ど
ま
で
さ
ら
に
二
裂
す
る
。

 
花
期
一
一
～

一
二
月

屋久島の植物

受 賞 記 念 撮 影

白谷雲水峡での記念撮影

作業終了後の集合写真



○　募集期間　　　　　平成２３年９月１日～１０月３１日 ○　応募作品数　　 　３９作品　　　（島内２４作品、島外１５作品）

○　募集作品　　　　　ヤクスギランド、白谷雲水峡、大川の滝、 ○　作品別応募作品数

  千尋の滝、田代ヶ浜 　　　　①ヤクスギランドに関するもの　　３作品

○　応募者数　　　　　１４名　　（島内９名、島外５名） 　　　　②白谷雲水峡に関するもの　　　１８作品

○　入賞の規程　　　一人一賞 　　　　③大川の滝に関するもの　　　　 　７作品

　　　　④千尋の滝に関するもの　　     　１作品

○　各賞受賞作品 　　　　⑤田代ヶ浜に関するもの　    　  　９作品

　　　　１、特選　１点 　　　　⑥その他　　　　　　　　　　　     　　１作品

　　特選

　　　　　　　　２、優秀賞　２.点

優秀賞  ① 優秀賞  ②

撮影場所　　白谷雲水峡

３、入　選　８点
入選　④ 入選　⑦

入選　⑤ 入選　⑧

入選　⑥

「光の道」　佐藤亮さん（三重県津市）の作品       「はっぴー・はろういん」姜　大樹さん（神戸市灘区）の作品

『洋上アルプスNO.２００号裏面』屋久島森林環境保全センター

　　　　　　「田代海岸とトッピー」　田中一己さん（屋久島町）の作品

撮影場所　　白谷雲水峡

撮影場所　　田代ヶ浜撮影場所　　白谷雲水峡

「見上げてごらん」　金子亜希子さん（屋久島町）の作品

「ヤクスギランド荒川」、斉藤栄司さん（屋久島町）の作品

撮影場所　ヤクスギランド

撮影場所　　白谷雲水峡

撮影場所　　白谷雲水峡

屋久島レクリエーションの森保護管理協議会

「変身」内田朝臣さん（屋久島町）の作品

　　撮影場所　　田代ヶ浜日髙蝶子さん（屋久島町）の作品　　撮影場所　白谷雲水峡

「春の太鼓岩」　高橋侑也さん（屋久島町）の作品

「森の佇まい」　細井祥司さん（大阪府豊中市）の作品

「太鼓岩から臨む雪の宮之浦岳」

「
屋
久
島
の
大
瀑
布

」
　
岩
戸
孝
夫
さ
ん

（
屋
久
島
町

）
の
作
品

撮
影
場
所
大
川
の
滝

入
選
　
①

入
選
　
②

「
耐
え
る
古
株

」
　
杉
山
浩
子
さ
ん

（
静
岡
県
裾
野
市

）
の
作
品

 
 

撮
影
場
所
　
白
谷
雲
水
峡

入
選
　
③

屋久島レクリエーションの森保護管理協議会第１回写真コンテスト審査結果

※また、屋久島島内小学生のから募集しました「2011年　国際森林年記念　小学生作文集」
　につきまして、屋久の旅（レク森HP：http://y-rekumori.com/）で紹介しています。
　是非ご覧下さい。


